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　東日本大震災の発生から10年が過ぎ、被災地の復

興は大きく進んだ。特に復興道路・復興支援道路の

整備は、沿岸の縦のつながりと内陸との横のつなが

りを大きく強くした。

　復興道路・復興支援道路の総延長は570㎞。内訳

は三陸沿岸道路359㎞、宮古盛岡横断道路約66㎞、

東北横断自動車道釜石秋田線約80㎞である。

　国では通常より２倍近いスピードで整備したと言

っており、これだけの延長の高速道路が約10年で整

備されたのは驚異的であり、改めて国の力がいかに

大きいかを実感するものである。

　これら道路の整備により沿岸の各都市間及び内陸

と沿岸部との移動時間が大きく短縮された。仙台・

宮古市間は約２時間短縮（所要時間：５時間28分か

ら３時間29分へ）、また、宮古市・盛岡市間は約30分

短縮（所要時間：２時間から１時間26分へ）される

こととなった。新しい道路は、津波等の影響のない

位置に整備されたことにより災害時でも安全で安心

な通行ができるようになった。

　高速道路の整備効果には、時間短縮のような直接

的な効果だけでなく様々な波及効果がある。道路の

整備によって沿線地域の人・モノ・情報の流れを飛

躍的に高め、地域の生活に潤いとゆとりをもたらし、

産業の発展やまちづくり、地域おこしに貢献する。

このため、魅力的なまちづくり・地域おこしを目指

す地方自治体にとって、高速道路が整備されること

は大きなプラス要因である。

　また、アクセス性や定時性が向上することにより、

その路線を利用する観光コースの新たな設定にも繋

がる。さらに、移動時間の短縮は、観光地での滞在

時間の延長や立ち寄り観光地の増加につながり、観

光客の満足度の向上や観光地の活性化に貢献する。

　このような整備効果の発現により、沿岸には国立

公園や三陸ジオパークなど魅力的な観光資源が多く

存在しており、高速道路の整備は三陸観光の発展に

貢献することが期待される。さらに、沿岸部から県

内外各地へのアクセス性が大幅に向上することによ

り企業立地が進むことも期待される。既に釜石には

大型ショッピングセンターが進出しており地域の活

性化が図られている。また、復興道路の整備により

盛岡、大船渡、久慈にある救急救命センターへのア

クセスが向上し救急医療への体制整備が図られる。

　しかし、道路の利便性向上は歓迎されるべきこと

であるが、今後、少子高齢化が進み、将来的には免

許を持つドライバーが減少し、交通弱者ばかりが増

えることが想定され、公共交通機関との結節点整備

（モーダルコネクト）が重要なテーマとなってくる。

　また、アクセス性の向上で人の流れが都市部に集

中し、過疎化がさらに進むことが懸念される。沿岸

市町村では、街づくりのかたちはほぼ出来上がった

ものの、人口が被災前に比べ減少している。１割以

上減少しているまちもあり、人口減少の対策が課題

である。

　沿岸市町村の人口減少に伴う担い手や人手の不足

については、内陸からの支援や協力も考えられる。

そのためには、内陸の市町村と沿岸の市町村が担い

手不足・人手不足について話し合い、協力し合い、

人の確保を検討することも方策（例えば高速道路が

開通したことによる移動しやすさを利用したゆるや

かな内陸から沿岸への移住のようなかたち等）の一

つではないだろうか。
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第２回県大規模事業評価専門委員会

　県大規模事業評価専門委員会

（加藤徹委員長）の第２回委員会

が19日開かれ、事前評価の「地域

連携道路整備事業（ネットワーク

形成型）国道107号白石峠」など

を継続審議した。国道107号白石

峠については、当該路線における

コンテナ貨物の動きなどについて

確認し、次回委員会で県の評価に

対する判断を出すことを決めた。

　国道107号白石峠の道路整備

は、急カーブや急勾配区間、幅員

狭小なトンネルによる大型車の擦

れ違いの困難な状況を解消するた

め、新たなトンネルなどを整備す

るもの。大船渡港や県立大船渡病

院から内陸部へのアクセス性の向

上などを図るため、路線としての

機能強化を目指す。

　全体計画延長は2.7㌔、計画幅

員はトンネル東側区間が6.5（9.0）

㍍、西側区間が6･5（9･5）㍍。区

間内に設けられる主要構造物はト

ンネル（2･3㌔）と橋梁１橋を予

定している。現道の南側をトンネ

ルで直進するルートとすること

で、急カーブと白石トンネル手前

の急勾配の解消を図る。2022年度

の事業着手を目指しており、事業

期間は31年度までの10カ年。総事

業費は約94億円と試算している。

　第２回委員会では、６月の第１

回委員会で出されていた論点につ

いて審議。国道107号を通行する

大船渡港からの

コンテナ貨物搭

載車両の状況な

どについて、20

年度１年間の40

フィートコンテ

ナ通行台数が25

00台余りである

こと、県管理国

道における大型

車の混入率が18

％で２番目に高

いことなどを、

県の担当者が説

明。三陸沿岸道路や釜石秋田自動

車道が開通しているが、関係者へ

の聞き取りの結果、大船渡市から

内陸への移動におけるメーンルー

トは国道107号である状況も提示

した。

　委員らは、先ごろ県が公表した

「県新広域道路交通ビジョン」と

「県新広域道路交通計画」におい

て構想路線に位置付けられた（仮

称）大船渡内陸道路と当該区間と

の関係性などについて質問。次回

８月に予定されている第３回委員

会で継続審議を行うとともに、パ

ブリックコメントの結果について

報告を受けた上で、委員会として

の判断を出す方針を決めた。

　奥州市は、６月15日と24日に江

刺地域で局所的豪雨が発生し、道

路や河川施設が被害を受けたた

め、災害復旧事業を実施すること

としている。両日合わせての被害

件数は41件となっており、市では

早期の復旧に向け予算を専決処分

で措置。道路施設は８月下旬の完

了を目指し復旧、河川施設につい

ては、管理用道路のある個所が道

路施設と同様の復旧、管理用道路

がない個所は、稲刈り後から復旧

を進める計画でいる。

　両日の豪雨による被害状況は、

15日が道路被害12件、河川被害５

件の計17件。土砂崩れ法面崩壊２

件、路肩洗堀１件、路面洗堀５件、

河川護岸崩壊洗堀３件、冠水４件、

河川土砂堆積２件の内訳となる。

　24日は道路被害16件、河川被害

８件の計24件。内訳は、土砂崩れ

法面崩壊８件、路肩洗堀３件、路

面洗堀８件、河川護岸崩壊洗堀３

件、河川土砂堆積２件となってい

る。

　道路施設では、路面洗堀や水路

に土砂が流れ込む等通行で市民生

活に不便が生じているほか、同じ

ような大雨が降り被害が大きくな

ることも想定される。河川施設と

併せ、一日でも早い復旧となるよ

う専決で復旧予算を措置した。

　費用は、15日分は道路橋りょう

災害復旧事業708万円、河川災害

復旧事業548万5000円の計1256万5

000円。24日分が道路橋りょう災

害復旧事業956万1000円、河川災

害復旧事業905万円の計1861万100

0円。総額3117万6000円となって

いる。

　復旧個所は、次の通り。河川名、

道路名に続き①場所②被害内容③

復旧方法等－の順。

　〈６月15日分道路〉

　▽鶴羽衣十文字台線①江刺稲瀬

字鶴羽衣②冠水③暗渠排水管布設

替ＨＰφ400 Ｌ＝6ｍ

　▽耳取住宅線①江刺男石三丁目

②冠水③側溝等土砂撤去Ｌ＝20ｍ

　▽耳取住宅線①江刺男石三丁目

②冠水③警戒看板設置Ｎ＝２基

　▽蔦ノ木正源寺台線①江刺稲瀬

字瀬谷子②路面洗堀③敷砂利Ｌ＝

200ｍ

　▽外ノ沢枝線①江刺藤里字外ノ

沢②路面洗堀③敷砂利Ｌ＝200ｍ

　▽八日町馬場先西下川原線①江

刺八日町二丁目②冠水③側溝清掃

Ｌ＝100ｍ

　▽認定外道路（赤線）①江刺六

日町②路面洗堀③敷砂利Ｌ＝20ｍ

　▽向田線①江刺稲瀬字向田②路

面洗堀③敷砂利Ｌ＝100ｍ

　▽小名丸線①江刺岩谷堂字小名

丸②路肩洗堀③土止め工Ｌ＝35ｍ

　▽認定外道路（赤線）①江刺岩

谷堂字小名丸②法面崩壊③ふとん

カゴＬ＝５ｍ×１段

　▽新地野堰上線①江刺岩谷堂字

新地野堰上②路面洗堀③敷砂利Ｌ

＝50ｍ

　▽耳取三ノ関線①江刺広瀬字山

影②法面崩壊③ふとんカゴＬ＝15

ｍ×１段

　〈６月15日分河川〉

　▽普通河川柳沢川①江刺岩谷堂

字新地野堰上②河床土砂堆積③土

砂撤去Ｌ＝300ｍ

　▽普通河川外ノ沢川①江刺藤里

字外ノ沢②河川護岸洗堀③ふとん

カゴＬ＝８ｍ×２段

　▽普通河川山生田川①江刺藤里

字山生田②河川護岸洗堀③河床根

固めＡ＝50㎡

　▽普通河川寺沢川①江刺藤里字

柳沢②河川護岸洗堀③ふとんカゴ

Ｌ＝10ｍ×２段

　▽普通河川寺沢川①江刺藤里字

柳沢②河床土砂堆積③土砂撤去Ｌ

＝15ｍ

　〈６月24日分道路〉

　▽鶴巻枝線①江刺広瀬字見竹②

法面崩壊③土砂撤去Ｌ＝15ｍ

　▽後田見竹枝線①江刺広瀬字後

田②路面洗堀③敷砂利Ｌ＝100ｍ

　▽柏原払田枝線①江刺稲瀬字払

田②路面洗堀③敷砂利Ｌ＝300ｍ

　▽高丘住吉線①江刺稲瀬字柏原

②路面洗堀③敷砂利Ｌ＝300ｍ

　▽袖野線①江刺稲瀬字皀田②法

面崩壊③ふとんカゴＬ＝35ｍ×２

段

　▽皀田線①江刺稲瀬字上六堂②

法面崩壊③ふとんカゴＬ＝15ｍ×

１段

　▽笹倉線①江刺広瀬字落合②路

面洗堀③敷砂利Ｌ＝50ｍ

　▽四釜田線①江刺広瀬字四釜田

②路肩洗堀③根固め工Ｌ＝20ｍ

　▽高畑佐野瀬①江刺稲瀬字佐野

②路肩洗堀③桝補修Ｎ＝１カ所

　▽七水口新田線①広瀬字四釜田

ほか②路面洗堀③敷砂利Ｌ＝250

ｍ

　▽認定外道路（赤線）①江刺稲

瀬字大迫②法面崩壊③土砂撤去Ｌ

＝10ｍ

　▽認定外道路（赤線）①江刺稲

瀬字大迫②法面崩壊③ふとんカゴ

Ｌ＝５ｍ×２段

　▽下台柏原皀田線①江刺稲瀬字

皀田②路面洗堀③敷砂利Ｌ＝300

ｍ

　▽下台柏原皀田線①江刺稲瀬字

皀田②水路崩れ③土砂撤去Ｌ＝20

ｍ

　▽六百刈田向田線①江刺玉里字

六百刈田②路面洗堀③敷砂利Ｌ＝

300ｍ

　▽人首街道線①江刺玉里字矢ノ

目沢②路面洗堀③敷砂利Ｌ＝250

ｍ

　〈６月24日分河川〉

　▽普通河川西川目川①江刺広瀬

字落合②河床土砂堆積③土砂撤去

Ｌ＝50ｍ

　▽普通河川西川目川①江刺広瀬

字落合②法面崩壊③法面保護Ａ＝

200㎡

　▽普通河川瀬谷子川①江刺稲瀬

字柏原②法面崩壊③ふとんカゴＬ

＝８ｍ×２段

　▽普通河川瀬谷子川①江刺稲瀬

字柏原②法面崩壊③大型土のう設

置Ｎ＝10個

　▽普通河川上門岡川①江刺稲瀬

字皀田②河川護岸洗堀③土砂撤去

Ｌ＝10ｍ

　▽普通河川西川目川①江刺広瀬

字落合ほか②河川護岸洗堀③ふと

んカゴＬ＝５ｍ×５カ所

　▽普通河川西川目川①江刺広瀬

字落合ほか②河床土砂堆積③土砂

撤去Ｌ＝10ｍ×５カ所

　▽普通河川上門岡川①江刺稲瀬

字沢崎②河川護岸洗堀③大型土の

う設置Ｎ＝15個
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県北広域振興局二戸審査指導監

は、簡易総合評価落札方式で実施

の「主要地方道戸呂町軽米線ほか

大宮沢トンネルほか照明修繕詳細

設計業務委託」を入札した結果、

同業務は復建技術コンサルタント

が落札した。緊急輸送道路指定路

線内の３トンネルにおいて、照明

施設の修繕設計を実施する。対象

は主・戸呂町軽米線大宮沢トンネ

ル（軽米町、延長978.0㍍）、主

・二戸五日市線似鳥トンネル（二

戸市、同296.0㍍）、主・二戸五

日市線高清水トンネル（同市、同

198.0㍍）で、委託期間は150日間。


